
2月2日（日）午後2時から贋靴棚拷官で‘笥2回学蓄ざ’力開催されまし息司会進行は事務
胴乱参加者25名力ひとり－「人日頃お考えのことなどをお話しし合いまし虎。予定の2時⑳、1
毯漂㌫1う間‾こコメンテーター榔メントする時間もないほどでし虎。数弧こ分ければ

した。以下、お話の要旨です。（文責・事務局山崎）

◎あいさつ・コメンテーターの佐々木孝さん◎
原町Iコ畝やがて上気　5年前に帰ってきました。
同級生が町にいて声をかけてくれたり、こういう会で
櫛できたり、毒の反刃3捌嬉ulことですこ
原町は乱＼ないつくしの町で那机都会志向や物流や
経済で考えたり投隊で動くのではなく、地方都市の生
きる方策を考えて若い人に住みよい環境を残すことが
大切と思っています。九条の会の運動膳、書士に
r禽」に蘭わることですからイ零オロギーを越
えられる闇です。南相馬頑議会へのけl条の会
の意堤」などは、当然採択されていいはずです。

■戦争惨エコロジー（自訪妄宰蒜蒜）と全く齢
ことで、脚疇壌破傷です。文明を追いかけ
ていくとエコとかけ離れて行くんですね。（Kさん）

◆南相馬市議会に提出のr鳶法？桑棚蓼」
繰、僻委員芸で不採択となりました玖IZ月の
串会繊（議員Zbも中24名）で、職・庶村
偏狭を　り書す肌蕪胴神助噂肴
鰍皆さんもお知り合いの義員さんに
「憲法を守ろう、意見書に賛成を」とはたらき力Y7
てくださしtどんなことがあっても私は戦争には反
対です。（小川尚一氏・甫相馬市集会総務垂員長）
◆委員会で不採択の「嘗去9条規です放
小川さ／lノDお話では、まだ採択される望みがありそ

うですから、頑張りましょう。（平田慶肇会長）
◆私が生まれて百日目に父は出征U戦死しまLJ己。そ
れで平和運動に関才つっています。14年前lコ詞町に

戻ってきましたが‥原町も大きく変わり、豪農処

理嶋建繚啓と棚戯好こと醐し
てl胤政治に関心を持つべきです。（Aさん）
■私は「生活と帆を作り5召軌ノnlま筑
来年度から75歳以上の万でも扶禁から分離され健

篭め
康保健料が年金から差し月lかれるようになります。

…膠春吉’
本当にひどいことで、一体露盤静雄の
た朗にあるのかと思ってし書い書す。

でも、南相馬市も大型事業や適の調問題など、市民の
関心も高まり、市民の帯が大きく出てくるように変わ
ってきていると思います。………‥（（Åさん）

◆私は子とも偲白い衣服7：頗痍軍人と町で出鼻′1大
きな衝撃を受けました。事践局員として碩極釣に活動

しノていきた几……（事務局員石田賢二さん）
◆私11却召和2年生まれですから、子どもの

頃から青等時代までずっと戦争でし克
これねl弓も憶念をもって．耶
助に活動してい重たい。（Sさん）
欄臓を脚虻蓮カヰこと琳脈というこ
とで、36年前私たちは市に働きか丁て、あの『憲
法』のJl冊子を作り市内の全戸lコ貯市しました。
また、南相馬市議会に提出の「意見書」の総務
委員会の議論の中で、自衛隊について、rとの錬
磨でも豪や豪族を守るための一戸俸参り論
－」の柳出て己書した肌こん等古くさい
30年も前の覆輪惨もう通用し手せん．日揮問
で脚l棚でやっていくべ鮒
それにト小高区出身の市会議員さん3名のうら1名が
賛成2名が反対で∴郷土
うとしなかったり、その安蔵が作った憲芸を尊重しな
いということはどういうこと仇全く軌
たとえ「意見書」が不採択でも事務局は挫折や失望
を感じる必要はなし七時には泥臭くでも、粘り強く
運動を続けなければいけません。…‥　6さん）
◆私は昭和6年生まれです∴笥笥認こなっています玖

沖縄戦功自決で軍の命令や強制があったこ
とに賂心有もってい書す。……・¢さんは
学習会の終了後すぐ、九条の会に入会されました）
◆租酢脚まらまら』
恥32の闇【箆」の文書は本当コ旭t一体抽象
珊何だっ蜘帆r脚ア（a解
放のた助の正義の競争」と言われ書した机結
局とれ幡全くの虚構だったと思いま筑¢さん）



■コメンテーターの佐々木孝さんl胡新駅
今日お会いしたくて私は出席しました。あまり知ら
れていません仇相島脚幕8貞指脚統大
会例奉l醐概で縄鰻±れてい書す机
との肋鋼絆として「鈴木篭軌が
蕪てい書す。また先已南柏常闇こ提出の「9
条加泡坑儒勤t26名いる乃こ
総務委員会の9名だけで採決が決まり、五分の－の
20％の反対で不採択となり、摺りとはいえ泰櫛乱l
きません。適の駅問題などとは比べようもな八も
つともっと次元の高い重要な問馴糊こ
艶先日29日までカンポジ刀こ行ってきました。
2人のガイドさんが「戦争は絶対にいけ頓′1」と何
度も話し長かっだカンボジア内戦での傷痍軍人が
いたり、地雷の被害者の資も多く、60年前の日本
と同じでLJ己。戦争鯵聾遇の人か弓も事くのも

のを奪ってレ蓼うと実感しまし虎。‥・（Hさん）
◆先日の小沢民主党代表と福田吉相との大連立表謝こ
ついて、皆さんのこ意見をお聞きしだいと思って参
加しました。私は以前全共闘で活動しました力＼

職触謄傘を桝t捧帥ってやら
等什れ博等弓尊いと貞瓢l書す。　f≡．－
相弔凱（）さん）
臓です釈私は1935
年生凱天文少年でけ＼レー泰
を罠たし＼それまで生きた川と患
っていまLJら状1986年の＼レ
ー雪雲は期隋を裏切るものでu己
また子どもの時「21世紀を即己い
」とも思いまし虎玖ひどし剛こ
なるのではないかと思います。今は「80歳まで生
きたLuと考えています．‥‥‥・‥（Wさん）
■原町こ嫁′1で30年になります」閥幡川柁軋
私の親はいわゆる「二代継ぎ」（家を存続する
ため、戦死した夫の弟と再婚すること）で、母
は戦時中、幼い兄、姉と祖父母、曾祖母の生活を守
り、復員した父と再婚し私が生まれました。私自
身乱1ろいろ心の中で早くにクリア」できまu≡玖
同じ伏児の家庭で深く悩んでいた友人もいまIJ己
bO年経った智弘剛性すってい手す
し、勧争電幸せに寄与人糾l手せん．
私と悪法との関わりです力＼入試に憲法前文が毎
年出題されているのを先輩からの育報で知り、鷺
法の前文を疇記し、競争放薫の9集を強
く詮議したのを覚えています。・‥（Tさん）
◆私の覿よ肘l条プロクはらまち』恥43の裏ページ
の原町飛行場の地図のところです。㈲乱1
のでと熟1ながら、竜面色明さんは学習会の最
後に見事な繰笛を演奏披葦じてくだ乱いまLJ≡）

霊私は会社を経営してし斬吼綬聾者の集まりで「企
業I乱1い人材を求めている」という意見が出ますふ
それはよく考えてみると、r幼触九日のた劇
に捗る人材」を「いい人材」という感けで丸学
校はものをしっかり考える人材を育てるのではなく、
企業に役立つ人材を育てることか日脚こなっ¶＿la
ですから、家庭の教育をしっかりし雇いといけません－

その意味でも「九条プロクはらまち」仙32に掲載さ
欄特中の小学校「連知嚢jの「蛮風のた
助に轟け魯」とい楓全く帆
また、若い会社員力＼大阪神戸の大喪災の直後に
焼け野原を通って戦争後の焼け野原を連想し、「あ
の光景は本当に恐ろu八」静劉牌絶付して鯵いけ
等い。一生忘れない」と話していました。（Tさん）－
1「いっしょlコ憲法を守りましょう」と話u浪「甑
と「泡樋嘔書封じn頂礼＼人力けっこう′耽
脹忙励まらまら』帖．40にその区別を明記して
あります。「法律」は私たち国民の自由を制限して社
会の秩序を維持するための白瓜「憲法」l遁豪権力を
制限し脚
また呵蛸脚戦勝こまた　　　」という軍事

■あまり大きなニュースとして取り扱われていません机

湾外腐進の自衛官が35名も死亡しこうち自殺
者がIbA臥嘩覿国会で社民完云義員の質問lコ改
府力琶えだもので＜下切由■＞、死頭陣明の方もいま
すこもし珊関で亡くなっていたら、大変なことです。
皆さんでしっかり注目しましょう。・‥（Kさん）
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皇11．貝14日　r読売新欄‖　コピー
◆忙挿側上映芸で堵′＼人の葬】めり屯かっだよう
です机若い人を軸±せたい．（佐々木孝さん）
◆憲法改定に賛成でも反対でもない中州欝や離間心
膚をこち弓にとり入れたいですね。（Wさん）
◆事樹弓で稔廟醐こ
積犠鑑のr豪法川実字を逼ろうと計画し若い
人に憲法をと考えています。（事務局員山崎健一）

◎今日I詣さんで会ってお話をすることの大切さを感じ
ました。有意義な学習会で、とで包完かっだ増／1ますこ

ありカヒうこ尋′1まU己（コメンテーター佐々木孝さん）◎

●学箸釦把持に囁削派遣白布官の多約3勤の話には鷲きまLJ己以前週刊誌で知っていたもの孤
これを日本のマスコミは大きく取り上げようdはじませんか　国国民　　　脚こ疑問を5ってl掛め＼政府
与党の大きな陰の力を感風様々闘＝和らせないま£国民が知らないで事態がどんどん進展しノnl
たり。国民はだまされないよう削こならないといけ麦也も年金、薬害私防衛省の贈貝葡軌とも同じです。
′今苦る酔夢りでたくき詭′薪鱈ようとしてこ　またまた大望済みに‾く　廟遍新二摩りまと〃巳，ゐ許しくだ執り


